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QANでは2021年度事業として「QANアワード2021」を開催いたします。特に昨

今では新型コロナウィルス感染症の影響により、多くの企業が業績の低迷を強いられ

る中、QBS修了生による明るく元気な取り組みを広く発信したいと思います。QAN

会員の皆様の積極的なご参加を心よりお待ちいたしております。

詳細やエントリーについては下記URL（QANのHP)をご覧ください。

https://qan.mystrikingly.com/blog/qan-2021
QANアワード2020

「QANアワード2021」開催します！

Q A N 報
短期交換留学生＆短期エグゼクティブ・プログラム修了生の
新入会開始しました！

第1回拡大ゼミ開催報告！

2021年6月のQAN総会での決議の通り、QBS短期エグゼクティブ・プログラム受講生・QBS短期交換留
学生の皆様がQANに準会員としてご入会いただけることになりました。

短期エグゼクティブ・プログラム受講者の皆様にはプログラム事務局の酒見様（1期生）より、短期
交換留学生の皆様にはQAN事務局より、それぞれご案内のメールを差し上げているところです。短期エ
グゼクティブ・プログラム受講生の皆様、QBSの短期交換留学生の皆様はそれぞれ、九州、アジア（中

国・タイ・フィリピン・台湾）で広く活躍していらっしゃる方ばかりです。既に短期交換留学生、短期
エグゼクティブ・プログラム受講者の皆様には何名かご入会いただいておりますが、このようにQANの
メンバーが増えることにより、九州・アジアでの更なるネットワークの活性化が期待できます。引き続
きQANの魅力度アップと共に、QANやQBSの周知に努めてまいります。

QANの新企画として拡大ゼミを開催致しました。“拡大ゼミ”とは在学生、修了生、教員（現役・退官）

が一緒に学び、つながる場です。学びをアップデートしたり、職場で活かすヒントを得たり、または最
新のビジネス状況の情報交換をしたりと、互いに学びつつ切磋琢磨する場だと言えるのではないでしょ
うか。記念すべき第一回目は高田ゼミ。ミニ講義では「大学発の事業創造とアントレプレナーシップ」
をテーマに技術シードを商業化する道のりを講義頂きました。私自身も業務で技術の商業化に関わるこ
ともあり、講義の中で出てきたCreAction（創造的行動）、Effectuationの必要性を再認識しました。続く
懇親会では24名（リアル会場11名、オンライン会場13名）の方に参加頂き、初対面の方の自己紹介や近
況報告で予定時間をオーバーするほどでした。第二回目(3/13)は永田ゼミで『失敗の本質』を輪読して
の講義、ディスカッションです。これからもオールQBSで学ぶ場を作っていきます。お楽しみに！

拡大ゼミ担当理事岩本涼太郎（16期生）



QAN 新パートナー＆継続パートナーのご紹介

ＱＡＮの益々の発展と同窓の皆様の
ご健勝とご活躍を心よりお祈り申し上
げます（14期生・原 敬）
※イフジ産業様からはQANの皆様に

プロテインのお得なクーポンコードが
発行されています。
この機会に是非お買い求めください‼

QBSとQANの益々の発展
を応援しています。
（９期生・池田豊治）

QANの益々の発展を応援し
てます。
（11期生・岩﨑豊）

QAN webパートナーシッププログラム 新パートナーの皆様

QAN webパートナーシッププログラム 継続パートナーの皆様

QBSの更なる成長と躍進、
QANの益々の発展を応援し
ます。
（15期生・松本秀樹）

ゴルフ部で縦の繋がりに
貢献して参る所存です！
尚社員募集中のためワー
クライフバランス重視の方、
是非ご紹介ください！
（6期生・石田）

QBSを卒業して随分と時間が

経ちましたが、今でもあの頃
の充実した日々を忘れること
ができません。これからも九
州、そしてアジアのリーダー
を輩出されることを祈念して
おります。
（1期生・岩尾一豊）

QANの益々の発展を祈
念いたします。
（13期生・日髙太一）

Keep on challenging!
（6期生・八尋大八）

QANの益々の発展と、同

窓の皆様の更なるご活躍
を祈念致します。
（9期生 森竜馬）

2021年3月23日現在



修了生リレー紹介

10期生の増本です。現在、QBS修了と同時に創立した株式会社トルビ
ズオンのCEOを務めております。当社ではドローン事業者と土地所有
者をマッチングし、自由に飛ばせる空路を広げる事業「ソラシェア 」を

展開中です。ドローンの利用や開発ではなく、ドローンが飛行する「空
の道」というインフラを構築するという点で、ユニークな企業として注
目頂いています。2019年にはエクイティによるシード調達を実施、内
閣官房に招かれての発表や、大企業や自治体連携によるPoC実施な
どを経て、先日はテレビ東京の「ガイアの夜明け」にも出演、QANア
ワード2020でも優秀賞を受賞しました。これから、ドローン配送や空

飛ぶクルマが飛び交う時代において、当事業はより大きな役割を担う
ことになると考えており、身が引き締まる思いです。

さて、このような慌ただしい日々の中で、私のモチベーションを高めて
くれるのが世界中で活躍するQANメンバーの存在です。それぞれ全く

違う分野でチャレンジしているので、話を聞くと非常に刺激的です。次
回は、そんな同期の一人、佐藤大介さんを紹介させてください。

株式会社トルビズオン 代表取締役社長
増本 衛（10期生）

教員紹介
QAN会員の皆さん、今日は。この3月末でQBS教員を退任する平松です。2009年4月より12年間
QBSでファイナンシャル・マネジメントとマネジメント・コントロールの授業を担当し、専攻
長を務めた時期もありましたが、5期生以前の方や講義非履修の方々には馴染みがないかもしれ
ません。
何れにしましても教員OBとしての新入

会員になるのかと思いますので宜しく
お願いします。福岡県出身、ルーツも
九州です。コロナ禍の下で運動不足に
ならないよう近所でジョギングの真似
事をしているのですが、何人ものQBS修
了生（おそらくQAN会員）にお会いす
る機会があり、QANも福岡中心にしっ

かり根付いてきたのだと感じます。着
任当時は「QBS」といってもポカンとし

ている人が多かったですが、今や違っ
てきています。まさに数は力、継続は
力、そしてQBS・QANのしっかりした運
営の賜物だと思います。

平松拓 教授
担当：ファイナンシャル・マネジメント、マネジメント・コントロール

会員の皆様、QANには「QANちゃんねる」というyoutubeチャンネルがある事を

ご存知でしょうか？まだまだコンテンツも登録者数も少ないのですが、現在は、

QANの紹介（日本語・英語）、伊都キャンパス・博多駅教室の紹介動画など基本

的な動画をアップロードしています。新型コロナウィルス感染症の影響で撮影がま

まならないのではありますが、今後はQBSを2020年3月に退職された岩﨑先生の

特別講義の動画など、少しずつコンテンツを増やしていく予定です。皆様のチャン

ネル登録をお待ちしています！ “QANちゃんねる”で検索！

QANちゃんねるのご紹介

https://www.youtube.com/channel/UCP4rlea6mY-AtJkUan7losw

今後は福岡・東京を行ったり来たりの生活をイメージしていますが、QANの皆さんを気軽に飲みに誘え
る時が来るのを楽しみにしています。



退職教員からの近況報告（永池克明先生）

ＱＢＳ退職後の私の生活は大学教員としてさらに7年間を福岡県久

留米市に本拠を置く久留米大学教授としての生活を送った。久留
米大学は福岡県南部、久留米市にある総合大学である。私は商学
部と大学院で国際経営論、経営戦略論を担当した。ゼミナールは
熱心な学生が多くやり甲斐を感じた。私は大学教員となる前に３６
年間東京で総合電機メーカー、（株）東芝に勤務していたのでQBS
時代と同様に民間企業での経験を研究・教育に取り入れだ。学生
たちはそれを積極的に歓迎し受け入れた。大学での生活以外でも
久留米を中心とした筑後川流域の経営者や自治体も積極的に地
域開発・振興に取り組んでおり、私はその育成・発展への協力を依
頼され、様々なプロジェクトの推進に携わった。教育・研究、地域開
発の面で大いにやりがいのある年月を送り、７０歳で定年退職した。
振り返れば、３６年間の会社員生活と九州大学、久留米大学で合
計１２年間の大学教員生活という半世紀にわたる現役生活を大過
なく送ることができたことは幸運であった。

私たち夫婦が福岡から関東に生活の場を移したのは私の子供たち
３人が関東（千葉県と埼玉県）に世帯を持って生活しており、近くに
住むよう私たちにも提案してきたからである。かくして私たち夫婦は
自宅を福岡市から千葉県習志野市に移し、２０１５年からは自由人
として新しい人生をスタートした。

私は地元の有力合唱団である津田沼混声合唱団に入り、コーラス
を楽しんでいる。実は私自身、大学時代、男声合唱団に入り４年間
合唱を楽しんだ。社会人となってからも大学教員時代を除き、一貫
して合唱団活動を続け、現在も活動を継続している。

習志野市に生活拠点を移した後はバッハ、ベートーヴェンやモーツアルトなどの大曲、日本の合唱組曲などに取り
組み、ドイツ民謡、ロシア民謡、黒人霊歌などを愛唱曲として唱っている。

習志野市は明治時代から習志野騎兵隊が置かれ軍都としても有名である。第一次世界大戦では中国の青島に
あったドイツ軍根拠地で日本軍とドイツ軍の戦闘となり、日本軍が青島要塞を陥落させ多数のドイツ兵を捕虜として
日本に連行し、日本にできた１０か所のドイツ兵捕虜収容所に収容した。習志野にも習志野俘虜収容所が設けられ
約千人のドイツ将兵が収容された。日本側はジュネーブ協定に従い、ドイツ将兵を人道的待遇に徹し、最大限の
自由な行動を容認した。こうした中から、日独友好の機運が市民にもお
よび、ドイツ兵と習志野市民との交流が始まった。オーケストラ、合唱活
動、ビール製造、ソーセージ（習志野ソーセージ）、ドイツパン製造、ボト
ルシップ組立等々が伝えられた。こうした交流を通じて市民の間にドイ
ツに関する知識を積極的に取り入れる機運が高まっていった。習志野
市では千葉県日独協会が結成され、ドイツ大使館も参加して様々な日
独交流活動が行われている。私とドイツとの縁は会社員時代、会社派
遣でドイツのシュレスヴィッヒ・ホルシュタイン州の港湾都市キール市に
あるキール大学付属キール世界経済研究所に留学、１年間半を過ごし
た。以来、私はいろいろなご縁でドイツとのかかわりを持つようになった。
習志野市に来てからも千葉県日独協会・会員としてドイツ関連の様々な
活動に参加している。２０２１年からは千葉県日独協会理事に就任して
活動している。
QBSでの日々は私の人生の中でも最も充実した期間として印象に残っ
ている。生まれ故郷、九州の地でQBSの草創期に赴任しQBS教員と１，２
期生の学生の皆さんと切磋琢磨し、QBSの基礎を築いてきたことを誇り
に思っている。QBSの国際交流活動については中国の主要ビジネスス
クールとの交流活動の推進責任者としてQBS学生の皆さんとともに現地

の主要ビジネススクールを歴訪し、事前に合意したテーマをもとに双方
の学生が英語で討論し、交流を重ねたことは有意義であった。こうした
活動は現在も続いていると思うが私はそのさきがけとなったことを誇り
に思う。私はサミュエル・ウルマンの「青春」という詩が好きで書斎の壁
に貼っています。これからの人生も元気に前向きに生きていきたいと
思っています。QBSと学生の皆さんのますますのご発展をお祈りします。
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